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議 事 録

１．会議の名称 池田市文化財保護審議会

２．開 催 日 時
平成２６年２月２５日（火）

午後１時３０分～午後２時５５分

３．開 催 場 所 常福寺（神田３－１１－２）

４．出 席 者

〈委員〉

室田卓雄会長

印藤和寛副会長

橘高和明委員

仙海義之委員

吉田高子委員

吉原忠雄委員

〈事務局職員〉

村田陽教育長

松森俊彦教育部次長

田上雅則生涯学習推進課長

細谷勘介副主幹

５．欠 席 者 清基英昭委員 

６．議 題

（１）平成２５年度文化財関係事業について 

（２）常福寺蔵木造不動明王坐像の池田市文化財指定

について

７．議 事 経 過 別紙のとおり

８．開・非公開の別

※非公開の理由
公開

９．傍 聴 者 数 ０名

様式２
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開 会 

会長・教育長挨拶  

（１） 平成２５年度文化財関係事業について 

事務局 平成 23 年度から 5ヵ年計画で着手した八坂神社蔵二十四孝透塀欄間保

存修理を進めている。また、昨年度より 2 ヵ年で、文化庁の事業として、がん

がら火の映像記録を行っている。今回は祭礼そのものより、むしろ大松明の作

成などの事前準備の段階から、祭礼が終わった後など、一連の流れの記録に重

点を置いている。11 月には審議会委員にお世話になり、文化財公開展も行った。 

（２） 常福寺木造不動明王坐像の池田市文化財指定について 

委員 作成時期は平安時代後期。頭髪・眼・牙などの表現が古い形式を示す。

材質については、科学的な鑑定ではないので、断定せずに「サクラ材か」とし

ている。頭頂部に穴があるので元は蓮華があったと推測される。一木造りだが

内刳りが無く、正面中央部に大きくヒビが入っている。退色・部材の分離や亡

失・後補などもあるが、本体が千年近く残っていることからすると、これらの

ことは些細であり、価値を減じることは無い。制作時期を推測する材料となる

寺蔵の『摂州豊島郡青光山常福寺縁起』の原本・写本とも現在は確認すること

ができないが、様式的にも制作時期に矛盾は無いと思われる。今のところ、不

動明王坐像としては、大阪北摂のなかで最古のものとしても良く、保存状態も

良い。以上により、指定に十分値すると思われる。 

副会長 小さい不動明王も多いのか。 

委員 用途、寺の規模によっても変わる。脇壇に祀られており、元は別のお堂

に祀られていた可能性もあるので、大きさについては何とも言えない。 

委員 元から常福寺にあったものと言えるのか。また、当坐像の作風は本尊の

千手観音立像の範を仰いでいるという指摘もあるが。 

委員 様式としては、縁起の「伽藍が整った」時期に近いということは言える

が、仏像は動産であり、動くことも多いので、元から常福寺にあったかどうか

は分からない。作風としては、本尊の千手観音立像は天平まで遡るという説も

あるが、その時代の像の模刻ということもあり得る。 

委員 当坐像は頭が大きいが、一般的に小像の場合は頭部が大きいのか。 

委員 そういう傾向はない。時代による表現的なものだろう。 

会長 類似している京都遍照寺の不動明王坐像は指定を受けているのか。 

委員 国指定重要文化財だ。 

会長 池田市の文化財指定について異議はないか。とくに異議はないようなの

で、文化財保護審議会としては、文化財として意義あるものとして、教育委員

会に答申させていただく。 

事務局 3 月の教育委員会の定例会で、指定文化財について上程させていただく。 

閉 会 


